
A! Music Software
Guide

主に作曲用として

音楽家が手軽に利用できる

使ってよかったと思える

音楽用のアプリケーション・

ソフトウエア



概要

作曲のための道具としてＷｅｂブラウザから音楽をテキストで表現して
快適な操作で音楽が作成できるサーバーです。
少ない文字入力で音楽用のテキスト・ソース・ファイルが生成され
コンパイル、リンクを行なうことでプログラミング感覚でMIDIデータが
作成されます。

設計方針は、できるだけ作曲者の手間を省き創造力の妨げにならず
目的となる音楽作成に集中して優れた楽曲が作成できる環境を提供
すること目的にしています。

テキストを使った作曲用のソフトウエア
できるだけ手間をかけないで少ない
操作
文字入力
音楽作成に集中できる環境を提供します。



A! Music Server の特徴

この機器は、Raspberry Pi を使ったLINUXサーバに音楽用のコンパイラ
Webサーバ、MIDI出力、ステータスを表示して楽曲作成の進行を助けるLCD、
7セグの数値表示器、各種ステータスLED、電源コントロールユニットが
備わっています。このため、ストレスがなく的確に優れた外部MIDI音源の
コントロールが可能です。
LEDでマウスの指示を表示しますので無意識で安心感のある操作感
が得られストレスなしで楽曲作成を助けます。

サーバの運用が困難なユーザの方にも手間がかからず手軽に
音楽用のサーバとして利用が出来ます。

操作はパソコンのブラウザを使いますので専用ソフトウエアをインストール
する手間、パソコンの負荷がありません。

・作曲に専念できる装置です。
・作曲にかかわる作業を最大限省力化します。
・利用開始までの手間を最大限低減します。
・できるだけ、
低コスト、小サイズ、小重量、小電力、
魅力あるデザイン、操作性
を良くしました。



A! Music Serveの機能

・Webサーバー
RaspberryPi 2 / 32GBメモリ
ApacheによるWebサーバ
・MIDI演奏

2ポート出力（２ポートは同一データです。）
・サーバー・ステータス表示

LCDによりサーバの状態、ソフトウエアの実行状態表示
・演奏コントロール表示
演奏中のシーケンス、小節番号を７セグLEDで表示します。
マウスの実行操作をLEDで表示します。
・電源コントロール
サーバーの電源ON/OFFボタンと本体の電源ON/OFFスイッチがあります。
サーバー保護のため本体の電源は、サーバの電源をOFFにしてから
切る必要があるため２つのスイッチがあります。

パソコンのブラウザで利用可能
パソコンへのソフトウエアのインストールは不要
見やすい
演奏表示（明るいLED数値表示）
サーバの状態（LCD表示）

MIDIのハードウエア出力



MIDIによる作曲の利点

MIDIを使った作曲のメリットについて考えました

コンピュータの進歩と供に音楽の作り方も進歩してきました。
ミュージシャンのスタジオもコンピュータをメインにした環境で
楽曲の作成が行われています。
音楽は音を扱うので演奏したデータを録音して編集をして曲を完成させる
この方法は今も昔も変わりません。

音楽を作る場合、必ず作曲の作業があります。
ここでは、楽曲作成の中で主にMIDIを使った作曲について述べます。
現在の進歩したコンピュータ環境で使われるミュージック・ソフトでも
MIDIの役割は重要です。

（１． 手軽に音楽を演奏できます。
（２． 演奏の確認が何度でもできます。

MIDIでの演奏は修正の繰り返えしが容易な
メリットがあります。

（３．楽曲構成、編曲作業が簡単にできます。
（４． 楽曲をデータとして保存ができます。



ひらめいたメロディの保存

どうしますか？

（１． スマホ、その他の方法でメロディを口ずさんで録音する。
（２． 鍵盤楽器で演奏しデータを保存する。
（３． 五線譜に手書きで記入する。

上記、（１，（２，（３でおおむね曲のメロディが出来上がります。
これから、楽曲として完成させるまでは沢山の作業があります。
そこで、メロディを忘れないうちに素早く

（4. A! Music-Server にメロディを入れます。



メロディから楽曲作成まで

楽曲の作成

（１． 楽器編成を決める
（２． コード進行を作る
（３． リズムを作る
（４． 音のバランス、楽器の音色、配置など全体を考えて編曲をおこなう。
（５． ボーカル（必要な場合）を加える。

上記は大変な作業になります。
これをMIDIを使った作曲ソフトを使うことで大幅に手間をはぶく事が
可能になります。



音符の入力

（１． 音符の入力

楽器演奏が得意な方でも毎回演奏しながら曲全体をまとめるのは大変でしょう。
どうしても、音符を入力して音楽の確認をしたいと思います。
ということで、音符の入力をいかにスムーズにできるかはかなり重要になります。
ほとんどの音楽ソフトは演奏したMIDIデータをリアルタイムで録音して後から
編集が可能になっています。
演奏のプロフェッショナルな方はこれだけで十分な機能と思われます。
たぶん、この様なプロフェッショナルな方はプロツールズと生楽器があれば楽曲
は出来てしまうのでMIDIは必要ないのかも知れません。
MIDIが必要な方は、MIDIデータによる音符の入力、編集の操作が重要になります。

楽器（主にキーボード）による演奏

ピアノロールによる入力

数値入力

テキスト入力



音符、休符をテキストで表現

1) 音符の長さ
音符データの例

4分音符 _/ 
8分音符 _/)
付点16分音符 _/)). 

4分休符 R
8分休符 r
付点16分休符 rr.

ゲートタイム
%xx 

ノート行の例
%80 _/ 4分音符行ゲートタイムは4分音符の80%で演奏



音符、休符をテキストで表現

2) 音程 カラム位置
ノート行の* 位置は中央 C ノート番号 = 60

例、 1______2______*______4_
5

ノート行は楽器の種類、音域に適した以下の種類を選択できます。
シンセ用

S(s) : Syn
ト音記号 G(g) : Gclef
ヘ音記号 B(b) : Bass
ハ音記号 A(a) : Alto

鍵盤楽器用
H(h) : High
M(m):Middle
L(l) : Low

それぞれのノート行は、*（中央C)の位置が変わります。



小節行の種類（例）

音程 小節行とカラム位置

小節行は –ハイフンで始まります。

小節行は楽器の種類、音域に適した
種類を選択します。
例、

ト音記号 G(g) : Gclef

それぞれの小節行は、*（中央C)
の位置が変わります。



たとえば 音符の入力（左手）



ショパン Polonaze OP.53



たとえば 音符の入力(左手）



たとえば 音符の入力(右手）



たとえば 音符の入力（右手）



たとえば コードの入力

（２． コードの入力
MIDIデータによる音符が入力されるとコード付けもMIDIデータで作り
演奏をしながら最適和声の確認が可能になります。
（先にコード進行を作ってからメロディを作る場合もあるでしょう。）



環境ファイルについて

環境ファイルの初期値
は空ですので、
mnewコマンドで
環境ファイルのデータ
を読み込みます。

Directory : rtm File Name : rtm
曲名 rtmの五線紙のメイン画面です。



環境ファイルについて

それぞれの環境ファイルは楽曲毎に作成されます。
ファイル名は曲名+rdf.dat cpj.dat cpi.dat  nb .txtです。

以下、楽曲名 = rtm
rtmrdf.dat
音楽の記号ファイル
rtmcpj.dat
メジャー・コード・ルール・ファイル
rtmcpi.dat
マイナー・コード・ルール・ファイル
rtm.dat
楽器ファイル
rtmnb.txt
メモ張



コード・ルールファイル例

メジャー・コード・ルールファイル マイナー・コード・ルールファイル



たとえば コードの入力

例 コード・パターンの指定

コード・パターンを指定すると自動で
コード進行に従ったコードが入力されます。

コードパターン $2:Canon
I  -> V -> Vim -> IIIm -> IV -> I IV -> V -> I



Canon のコード進行

メジャー・コード・ルール・ファイル



コードの演奏

コードの入力
和音の自動生成

音の強さは、5 x 12.8
= 64

和音は演奏パターン
の指定を行うことで
様々な演奏が可能で
す。



コードの演奏パターン指定
利用例

和音は演奏パターン
の指定を行うことで
様々な演奏が可能で
す。

例
ベトーベン作曲
ピアノソナタ

コード・ルールファイル
Filename+cpj,cpi.dat
mn1cpj.dat
mn1cpi.dat



コードの演奏パターン指定

和音は演奏パターンの指定を行うことで様々な演奏が可能です。



アルペジョ演奏

通常の入力



コードの演奏パターン指定
アルペジョ演奏



アルペジョ演奏

*+m01 n = “0 1 2 0 1 2 0 1 2 0 1 2” r = “3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3”
*+m01 b = “11.8 11.5 11.2 11.8 11.5 11.2 11.8 11.5 11.2 11.8 11.5 11.2”





例 アルペジョ演奏

*+m01 n = “0 1 2 0 1 2 0 1 2 0 1 2” r = “3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3”
*+m01 b = “11.8 11.5 11.2 11.8 11.5 11.2 11.8 11.5 11.2 11.8 11.5 11.2”

n : 音符の位置が左から 0 1 2 . . に対応します。
0 1 2 と指定した場合、 ソ ド ミ になります。





例 アルペジョ演奏

*+m01 b = “11.8 11.5 11.2 11.8 11.5 11.2 11.8 11.5 11.2 11.8 11.5 11.2”

b : 音符の強さを指定します。

例、 2 x 11.8 = 23.6



楽曲作成の手順
たとえば リズムの入力

（３． リズムの入力
リズムは生演奏が一番いいとは思いますが、
MIDIデータでリズムパターンを作って細かい調整をおこなうことで独自の
リズムを加えることが可能です。

ここでは、新しい曲のファイルと五線紙の作成を行い、
ドラムスの基本パターンを作成する例の説明をします。



リズム・パートについて



リズム・パートについて



打楽器の入力

リズム用小節行



例 ドラムスの入力



例 ドラムスの入力
Kick Snearの入力例



例 ドラムスの入力



シンセ楽器の入力

シンセ用小節行





シンセ楽器の入力

シンセ用小節行

ピッチベンド

モジュレーション

コントロールNo.：データ

プログラム・チェンジ



シンセ楽器の入力

シンセ用小節行

ピッチベンド

モジュレーション

コントロールNo.：データ

プログラム・チェンジ



シンセ楽器の入力

シンセ用ノート行



シンセ楽器
音符の入力

シンセ用ノート行
ド

*_______4
CDEFGABC
ドレミファソラシド

ド

C C

音程

中央C = 64

音の強さ
ベロシティ

6 x 12.8 = 76.8



シンセ楽器
音符の入力

シンセ用ノート行
ド ド

C C

tp
音程の数値での移動

P_Exp
ペダル入力
その他



画面の種類
メイン画面



全体の画面 例



画面の種類
コンダクター・パート・ファイル画面



画面の種類
ピアノ・パート・ファイル画面



画面の種類
コード・ルールファイル画面

メジャー・コード・ルールファイル マイナー・コード・ルールファイル



画面の種類
楽器ファイル、メモ張画面



画面の種類
シーケンス単位での楽曲作成用の画面



楽曲作成の手順
メイン画面とコマンド

コマンド入力欄について



楽曲作成の手順
コマンドについて

Helpで利用可能なコマンドを表示します。

メイン画面のコマンド入力欄に
h <- Help
と入力します。



コマンド一覧



楽曲作成の手順
mkdirコマンド

mkdirコマンドは、新しい曲のディレクトリを作成します。

mkdirディレクトリ名

例、
曲名を rtm とします。
先にrtmのディレクトリを作成します。
mkdir rtm



楽曲作成の手順
ディレクトリ名の入力

Directiryの入力欄に rtmと入れます。



楽曲作成の手順
meg コマンド

meg コマンドがあります。

このコマンドは、新しい曲の
五線紙を作成します。

meg 曲名小節数 option /楽器編成



楽曲作成の手順
meg コマンド

meg コマンドは、新しい曲の五線紙を作成します。
例、

Command : [           ] 入力欄に
meg rtm 8 と入れます。 (8小節、楽器編成は指定なしのDefault）



楽曲作成の手順
meg コマンド

meg コマンド実行で以下の表示がされます。

File Name に rtmと入れBeginボタンを「押します。



Directory : rtm File Name : rtm
曲名 rtmの五線紙のメイン画面です。

コンダクター

シンセ・パート

リズム・パート

リンク先のファイル
C : Conducter
S : Synce
R : Rithm
B : Bass

バス・パート



作成されたファイル

コンダクター シンセ・パート リズム・パート



環境ファイルについて

環境ファイルの初期値
は空ですので、
mnewコマンドで
環境ファイルのデータ
を読み込みます。

Directory : rtm File Name : rtm
曲名 rtmの五線紙のメイン画面です。



環境ファイルについて

それぞれの環境ファイルは楽曲毎に作成されます。
ファイル名は曲名+rdf.dat cpj.dat cpi.dat  nb .txtになり
ます。
rtmrdf.dat
音楽の記号ファイル
rtmcpj.dat
メジャー・コード・ルール・ファイル
rtmcpi.dat
マイナー・コード・ルール・ファイル
rtm.dat
楽器ファイル
rtmnb.txt
メモ張



コンダクター・ファイルについて

主な役割
曲の調、拍子、テンポを決めます

===lesson===
{/60}
{$4/4}

テンポ _/ = 60
ハ長調 4/4 拍子



コンダクター・ファイルについて

先頭文字の空白コメントを
削除します。



コンダクター・ファイルについて

先頭文字の空白コメントを
削除して [meb/000] ボタン
を押します。



コンダクター・ファイルについて

先頭文字の空白コメントを
削除して [meb/000] ボタン
を押します。

コンダクタ－用のノート行が
作成されます。



コンダクター・ファイルについて
コンダクター用の小節行とノート行

テンポ
tempo

楽曲全体の音の強さ %
dymc 時間

Hh:mm:ss/ff.ff小節番号



ありがとうございました。

http://appyo.jp

アッピョ・ミュージック・スタジオ事務所


